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Ælfricの既婚聖人伝に見る女性像
― Chrysanthus and Dariaをめぐって ―
島﨑　里子
Ælfric sʼ Treatment of the Married Women Saints 
— Chrysanthus and Daria —
Satoko Shimazaki
Chrysanthus and Daria is one of the three couples of saints that Ælfric (c.955 – c.1010) treated 
in his Lives of Saints. Married saints were regarded as being trespassing on the boundary between 
the sacred and the secular in the monastic society of the 10th century England, where the virginity 
was thought to be the most valuable. It is noteworthy that Ælfric, who was a leader of the orthodoxy, 
dared to adopt the married saints as a theme of his religious texts. In order to explore his intention 
for this exceptional writing, this article examines how Ælfric translated the Latin original into Old 
English with his modification of the story of Chrysanthus and Daria, paying a special attention to 
his description of women.
??????
古英語期を代表する宗教散文作家として知られるエルフリック（Ælfric of Eynsham: 
c.955 – c.1010）は、代表作『カトリック説教集 第 1 巻、第 2 巻』（Catholic Homilies I, II）
に続いて『聖人伝』（Lives of Saints）を10世紀末に著した。当時の英国では、宗教界の公
用語であるラテン語を十分に理解できない聖職者の増加に伴い、ラテン語原典の英訳に対
する需要が急速に高まっていた。エルフリックは、誤った訳文が流布して教義の正統性が
損なわれることを憂い、自らラテン語の翻訳に着手する。
ただし、ここで言う翻訳とは、いわゆる逐語訳とは異なり、訳者が必要に応じて大胆な
要約や加筆、削除等の改変を行って、新たな作品を作り出すことを指す。また、この頃の
作品制作は、既存のラテン語の著作を翻訳しつつ、部分的に組み合わせて引用し、新しい
独自の作品に仕立て直すという手法で行われるのが一般的であり、作者自身にも、現代の
意味での作家という意識はほとんどなかったと考えられている。こうした流れの中で、エ
ルフリックもまた、「聖書やアンブロシウス（Ambrose: c.330 – 397）、 ヒエロニムス
（Jerome: c.347 – 420）、アウグスティヌス（Augustine: 354–430）、グレゴリウス（Gregory 
the Great: 540 – 604）といった教父や、ベーダ（Beda: 672/673 – 735）を原典として、古英
語による説教を数多く成立させた」1 のである。
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先に述べた通り、古英語の作者たちは、自らの目的や聴衆の需要に合わせてラテン語の
原典を巧みに改変しつつ編集するが、その手法には独自の個性が認められる。エルフリッ
クの場合、あくまでも教義の正統性を維持し、聴衆の理解を助けることを目指して、原典
を大幅に簡略化する傾向が見られる。それは、『聖人伝』のラテン語の序文に記されたエ
ルフリックの下記の記述からもうかがうことができる。
Nec potuimus in ista translatione simper uerbum ex uerbo transferre, sed tamen sensum 
ex sensu, sicut inuenimus in sancta scriptura, diligenter curauimus uertere Simplici et 
aperta locutione quatinus proficiat Audientibus. Hoc sciendum etiam quod prolixiores 
passiones breuiamus uerbis, non adeo sensu, ne fastidiosis ingeratur tedium si tanta 
prolixitas erit in propria lingua quanta est in latina; et non semper breuitas sermonem 
deturpat sed multotiens honestiorem reddit2.
 斜体字は原文のまま。下線部は筆者による。
（Nor am I able, in this translation, to render everything word for word, but I have 
at any rate carefully endeavoured to give exact sense for sense, just as I find it in the 
holy writing, by means of such simple and obvious language as may profit them that 
hear it. It is to be further noted that I abridge the longer narratives of the Passions, not 
as regards the sense but in the language, in order that no tediousness may be inflicted 
on the fastidious, as might be the case if as much prolixity were used in our language 
as occurs in the Latin; and we know that brevity does not always deprave speech but 
oftentimes makes it more charming3.） 下線部は筆者による。
しかしながら、実際のエルフリックの改変は、彼の言う、単なる表現の簡略化には留ま
らず、語りの手法（narrative method）にも及んでいる。例えば、原典に描かれる登場人
物の数を減らして物語の流れを明確にする、原典に語り手が複数いる場合には一人に絞り
込んで、物語が一つの視点から俯瞰的に語られるように書き換える、原典で出来事の順序
が時間軸に沿っていない場合には、順序を入れ替えて、時間の経過を明確にするなど、原
典の内容を整理して、聴衆が物語の流れをスムーズに理解できるように物語全体を構成し
直すといった一連の手法は、エルフリックの諸作品を通して顕著に見受けられる 4。また、
原典の物語世界の地理や慣習が、自国の聴衆によく知られていない場合や、教義に照らし
てふさわしくないと考えられる場合には、情報の補足や大幅な削除も行われている 5。し
かし、最も興味深い点として挙げられるのは、エルフリックが、聖人を含めて女性を敢え
て作品に登場させているように見えることである。これは、例えば同時代人のWulfstan
が作品の中で女性にほとんど言及しないのと対照的である。エルフリックの描く女性像に
着目することで、彼の思想の一端に迫ることができるのではないかと考える。
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本稿では、エルフリックの『聖人伝』の中から、「クリサンサスとダリア（Chrysanthus 
and Daria）」を取り上げ、ラテン語原典との比較を通して彼の翻訳の手法上の特徴や女性
描写の特徴について論じる。クリサンサスとダリアは、エルフリックが取り上げた 3組の
既婚の聖人（他に Julian and BasilissaとCecilia and Valerian）のうちの一組である。独身
至上主義の修道院社会にあって、正統派のエルフリックが、男女、聖俗の境界に抵触する
結婚に関するトピックを敢えて採用していることは着目に値する。エルフリックがラテン
語の原典をいかに翻訳し、物語に改変を施したのかを検証する。なお、エルフリックの翻
訳と原典の改変の詳細を検証するために、両者を比較対照したパラレルテクストを巻末の
Appendixに付す 6。
????????????????????????????????
「クリサンサスとダリア（Chrysanthus and Daria）」の執筆に当たって、エルフリックが
直接参照したラテン語の原典は特定されていない。Upchurch（2007）は、いくつかの候
補を精査した結果、内容や言語使用の特徴の類似に加えて、成立年代と制作地が当時の英
国との強い結びつきのある地域である点を主な根拠に、10世紀にSt Remy, Reimsの修道
院で製作された写本（Paris, Bibliothèque Nationale, Latin MS 13764, ff. 118v – 137r）に収
められたテクストを、原典として採用している 7。本稿でも、このテクストを原典と位置
づけ、古英語訳との比較を行った。その結果、エルフリックが行った特徴的な改変箇所を
4 つの項目：（1）物語の簡略化、（2）時間軸の意識、（3）論理性（因果関係）の強調、
（4）女性の抽象化と結婚への言及、に分類して、以下に論じる。
1 -1　物語の簡略化について
エルフリックの古英語訳は、ラテン語の原典に比べて 1 / 3 程度の長さに短縮されてい
る。物語に描かれる主なエピソードは原典とほぼ同様に維持しつつ、古英語版では、ラテ
ン語版に頻繁に見られる、物語の流れとは直接関係のない聖書からの引用や、登場人物同
士の会話、信者たちの神への祈り、クリサンサスとダリアの宗教論争、クリサンサスとダ
リアへの拷問の詳細などが大幅に削除されている。これらは劇的な効果を与える反面、冗
長になりやすく、聴衆に物語の主流を見失わせる恐れがある。エルフリックは事実のみを
淡々と述べることで、聴衆が原典の意図を明確に理解できるように全体を構成し直してい
ると考えることができる。
また、古英語訳には、時を表わす副詞“sona （soon, immediately）”や“færlice（suddenly）”、
および、様態を表わす副詞“swyðlice （quickly）”や“ardlice （quickly）”がエルフリックによっ
て独自に書き加えられ、ラテン語版の 2倍以上の頻度で使用されている。このことが、古
英語訳の登場人物の動きや出来事の流れに緊迫感を与え、作品全体を引き締める効果を上
げている。
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1 -2　時間軸の意識について
「クリサンサスとダリア」は、クリサンサスが父親と共にアレクサンドリアからローマ
へ移り住むところから始まり、彼が学問を修め、福音書に出会ってキリスト教に改宗した
後、ダリアとはお互いの純潔を守りつつ、見せかけの結婚をし（“wunodon ætgædere 
gehiwodum synscipe” （122 – 123））、多くの異教徒を改宗させるも、ついには皇帝の迫害に
よって夫婦揃って殉教するまでを描いた受難の物語である。もともとラテン語の原典が時
間軸に沿った展開になっているため、この点ではエルフリックの改変に独自性は認められ
ない。しかし、作中に記された下記の一節は、彼が物語をスピーディに進行させる上で、
時間軸に沿った物語展開を意識していたことをうかがわせる。
すなわち、クリサンサスが過酷な拷問をいとも簡単に切り抜ける奇跡を目にしたローマ
の護民官クラウディウスが、妻ヒラリアや 2 人の息子たち、親戚や70名の兵士たちと共
にキリスト教に改宗する場面で、原典が、「神が彼らを通じて起こした不思議な出来事を
物語るには時間がかかり過ぎる（“quia longum est mirabilia quae Deus per eos fecerit 
enarrare” （376））」と述べているのに対して、エルフリックは、「ここで起こった奇跡を全
て起こった順に書き記すには、長い時間がかかる（“Hit bið langsum to awritene þa wundra 
þe hi gefremodon ealle be endebyrdnesse”8  （219 – 220））」（下線は筆者）として、原典には
ない表現を独自に書き加え、彼が出来事を時間軸に沿って順に語ることに意義を見出して
いたことが推察される。また、エルフリックが原典に比べて時を表わす副詞“þa （then）”を
頻繁に書き加えていることにも着目したい。時を表わす副詞を追加することで、一つひと
つの出来事の連続性が聴衆に印象づけられている。
1 -3　論理性（因果関係）の強調について
登場人物の行動や出来事について、古英語訳は原典に比べて原因と結果の因果関係をよ
り明確に示す傾向にある。
例えば、物語の冒頭で、アレクサンドリアからローマに到着したポレミウスは、息子の
クリサンサスに学問を修めさせようとする。原典では、ポレミウスが一人息子を「あらゆ
る学問へと導き、哲学研究への橋渡しをした（“Hic filium suum unicum Chrisantum cum 
omnibus liberalibus studiis imbuisset etiam philosophorum studiis tradidit.” （32 – 33）」 とし
て、その理由は説明されていない。他方、古英語版では、ポレミウスはローマに到着する
とすぐに息子に学問（“woruldwisdome” （6））をつけさせるが、それは、「当時は異教の
書物を学び、時の皇帝の好む学芸を磨かなければ出世は難しかったからである。（“for 
ðam þe on þam dagum ne mihte nan man beon geþogen buton he hæþene bec hæfde geleornod 
and þa cræftas cuþe þe kaseres þa lufdon.” （8  – 9）」として、明確な理由が書き加えられ、
クリサンサスの当初の異教への傾倒をエルフリックが論理的に正当化しているようにも読
める。
また、クリサンサスが異教徒からの厳しい拷問を何度も切り抜けるという奇跡につい
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て、古英語版ではその理由を「神 /主の御力によって（“þurh Drihtnes mihte” （106, 196）, 
“þurh Godes mihte” （109）, “þurh God” （176, 228, 241）, “þurh þæs Hælendes mihte” （246））」
として、しばしば明確に位置づけられているのに対して、原典では、奇跡を目撃した異教
徒たちとクリサンサスとの間で展開されるクリサンサスの魔術についての問答の様子が詳
細に描かれ、奇跡と神の助力との因果関係については聴衆の想像に委ねられている。
更に、古英語訳における接続詞“gif （if）”の多用は、前後の文脈の因果関係を示唆して
いるとも考えられる。条件に対してその結果を示すことで、登場人物の行動や出来事の関
連性を聴衆に明確に伝えることができるからである。
1 -4　女性の抽象化と結婚への言及について
「クリサンサスとダリア」には 7 人の女性が描かれる。5 人の無名の娘たち、クリサン
サスの妻ダリア、そしてローマの護民官クラウディウス（Claudius）の妻ヒラリアであ
る。これらの女性たちは、ラテン語原典と古英語訳のどちらにも登場するが、古英語訳で
はエルフリックが改変を施し、原典とは異なる女性像を作り出している。また、クリサン
サスとダリアの結婚についても、原典と古英語訳では言及のしかたが異なっている。
5 人の無名の娘たちは、みな美しい異教徒で、クリサンサスを籠絡してキリスト教から
引き離すために父親からクリサンサスのもとへ送り込まれるが、クリサンサスが神に祈る
と、一斉に深い眠りに落ちて、任務に失敗する。ラテン語原典では、クリサンサスの父親
ポレミウスが、「自分のメイドの中から 5 人の美しい娘（“quinque pulcherrimas uirgines ex 
ancillis suis” （88 – 89））」を選び出し、「凝った衣装と装身具で飾り立てて（“accuratissimis 
uestibus et ornamentis composuit” （89））」息子の元へ送り込んだことが語られる。他方、
古英語訳では、「5 人の美しい娘たち（“fif mæden...wlitige and rance” （36））」の出自や衣
装についての記述は削除され、没個性化されている。また、原典が、娘たちの引き起こす
肉欲の恐ろしさとそれを鎮めるために神に懸命に呼びかけるクリサンサスの祈りを詳細に
描写するのに対して、エルフリックのクリサンサスは、神に肉欲を起こさせる蛇（＝ 5 人
の娘）たちを眠らせてくれるようにと祈る（43 – 46）のみで、肉欲そのものについての言
及はない。
ダリアは、先の 5 人の娘たちの失敗を受けて、クリサンサスの父親が息子のもとへ送り
込んだ美しく教養ある異教徒の娘である。ラテン語版では、「女神Vestaに仕える巫女の一
人で、誰よりも美しく、優美で賢く、雄弁家ですら敵わない聡明さを備えた結婚適齢期の
（144 – 147）」女性とされている。他方、古英語訳では、巫女であることや年齢についての
記述は削除され、「学識があり、高貴な家柄の異教徒で、美しく（“wlitig”）、聡明な
（“snoter”）（55 – 58）」女性であることだけが語られる。クリサンサスを異教に引き戻す役
割を進んで引き受けるが、宗教論争の結果、自らもキリスト教に改宗し、クリサンサスと
は生涯の純潔を誓い合って結婚する。その後、多くの女性信者を育てるも、異教徒からの
拷問の末に夫と共に殉教する。
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ダリアの描写は、原典でも古英語訳でも他の女性たちに比べて抑制されており、クリサ
ンサスとの間で展開する宗教論争に多くのスペースが割かれている。長い論争の末にクリ
サンサスの主張を受け入れて改宗した後、皇帝の命令によって捕らえられ、売春宿へ送ら
れるが、神が放った一頭のライオンを意のままに従わせる奇跡で多くの市民を改宗へ導
く。この間のダリアの行動は、「祈り“（lecgan） on gebedum”」、「語りかけ“cwæðan”」、「命
じる“hatan”」の 3 つの動詞に集約される。これらはクリサンサスの描写で使用される語
彙と共通しており、男女の性差を感じさせない。エルフリックは 2人の論争部分を短縮す
る以外は、原典をほぼ忠実に翻訳している。
ヒラリアは、夫クラウディウス、2 人の息子ジェイソン（Jason）とマウルス（Maurus）
と共に、クリサンサスの下でキリスト教に改宗するが、夫と息子の後を追うように殉教す
る。彼女については、原典と古英語訳のどちらにも、外見や年齢、出自など、個人を特徴
づけるような情報は記されていない。しかし、彼女の行動についての描写は両者で大きく
異なっている。原典のヒラリアは、夫が殉教し、間もなく 2人の息子も処刑されると、彼
らの遺体を集め、それぞれを丁寧に清めて埋葬する。墓場で祈る最中に捕らえられ、刑場
に引き出されると、祈りを終えさせて欲しいと頼み、秘蹟を受けると両手を広げ、「自分
の産んだ息子たちのもとへ行かせて欲しい“modo me associa cum filiis meis quos ex utero 
meo ad tuum martyrium conuocasti” （396 – 397）」とキリストに向かって叫ぶ。他方、古英
語訳はこれらの描写を全て削除し、「祈りのうちにこの世からキリストのもとへと旅立っ
た（“heo...on þam gebedum gewat of worulde to criste” （167 – 168）」という事実のみを記し
ている。ここでのエルフリックは、ヒラリアの母親らしい振る舞いや、息子たちとの絆を
感じさせる描写、処刑の際の劇的な表現を全て削除することで、彼女の女性的な要素を取
り去り、一人の信者として抽象的に描こうとしているように見える。
クリサンサスとダリアにおいて、結婚が言及されているのは次の 4箇所、すなわち、ク
リサンサスをキリスト教から引き離すための手段として異教徒の父親が息子を結婚させよ
うとする場面、クリサンサスとダリアが純潔を守った結婚をする場面、2 人の影響でロー
マの多くの若者たちが結婚生活や快楽を捨てて信仰へ帰依する場面、皇帝の迫害で 2人が
揃って殉教する場面である。最初の場面については、ラテン語版も古英語訳もほぼ同様の
内容を描いているが、2 つ目の場面以降は両者の記述に相違が見られる。
クリサンサスとダリアの結婚について、原典は「名ばかりの結婚“nomen coniugii”
（283）」で、ダリアは「クリサンサスとは肉体の情熱ではなく聖霊への情熱によって結ば
れた（“Erat tamen iuncta Chrysanto non calore corporeo, sed Sancti Spiritus feruore sociata.” 
（288 – 289））と表現しているのに対して、古英語訳は「2 人は気持ちを固め、見せかけの
結婚で共に暮らし、純潔を守った（“Hi wurdon þa anræde and wunodon ætgædere gehi-
wodum synscipe and eghealdenre clænnysse” （122 – 23））」として、事実のみを記している。
また、クリサンサスとダリアの教えを受けた若者たちは、次々にキリストに帰依する。
ラテン語版では、婚約者や夫や妻を奪われ、子供をもうけることができないと嘆く人々の
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様子を詳細に記述しているのに対して、古英語訳は、「多くの若者が結婚と快楽を捨てて
主に帰依した（“Cnihtas gecyrdon...manega to Drihtne forlætenum synscipe and geswæsum 
lustum” （91 – 93））」とのみ簡潔に記している。
最後に皇帝はダリアとクリサンサスを一緒に砂場に生き埋めにし、2 人は揃って殉教す
る。ラテン語版は、2 人はその間も賛美歌を歌って祈り続け、これまでの夫婦としての精
神的な結びつきと同様に、迫害にあって血で結ばれ、一つのベッドにいるように一つの砂
場で最後まで一つの望みを共有した（“Chrysantum et Dariam, ac uiuos terra et lapidibus 
obrui. Tunc beatissimus Chrysantus cum beata uirgine Daria deponuntur in foueam psalmis et 
orationibus insistentes. Facti sunt in passione sociati sanguine sicut fuerant mente etiam 
coniuges, quasi in uno lectulo ita in una fouea in una uoluntate durantes.” （463 – 467））と劇的
に描く。他方、古英語訳は、生き埋めにされた後、「2 人はキリストと共に生きるべく、
純潔のままこの世から栄光へと旅立った（“hi mid clænnysse ferdon of worulde to wuldre to 
wuniegenne mid criste” （224 – 227））」と事実のみを淡々と語り、ラテン語版のような祈り
や夫婦一体の描写は全て削除されている。
結婚についての記述も、女性を描く場合と同様に、原典が現実の夫婦生活を思わせるよ
うな説明的な詳細や劇的な表現を採用しているのに対して、古英語訳ではこれらを省き、
事実のみを簡潔に記すことで、抽象的で様式化された印象を聴衆に与えている。
??????
クリサンサスとダリアは、歴史的な根拠は確認されていないものの、3 世紀に実在し、
6 世紀頃には物語が成立したと考えられている 9。その後、その物語が英国に伝播し、当
初はラテン語で、後に古英語に翻訳されて人々の間に広まった。7世紀のAldhelm （c.640? – 
709）のDe Virginitate（『純潔性について』）、8 世紀のBede （672? – 735）のMartyrologium
（『聖人伝』）、9 世紀の作者不詳のOld English Martyrology（『古英語殉教伝』）は、エルフ
リックが『聖人伝』を執筆する上で大いに影響を受けたと推測されている 10。
エルフリックの「クリサンサスとダリア」はラテン語の原典と比較して、1 / 3 程度の長
さに簡略化されている。クリサンサスの拷問の詳細や、クリサンサスとダリアの宗教論争
など、聴衆に劇的な印象を与える描写を大胆に削除し、事実のみを時間軸に沿って淡々と
記述している。また、エルフリックは、原典が、「神が彼らを通じて起こした不思議な出
来事を物語るには時間がかかり過ぎる」と述べているのに対し、「ここで起こった奇跡を
全て起こった順に書き記すには、長い時間がかかる（“Hit bið langsum to awritene þa 
wundra þe hi gefremodon ealle be endebyrdnesse” （219 – 220））」（下線は筆者）として、出
来事を時系列に語ることへのこだわりを感じさせる表現を独自に書き加えてもいる。これ
はエルフリックの語りの手法上の特徴を説明していると考えることができる。
女性描写については、女性の外見に関する描写を原典に比べて減少させ、形容詞のバリ
エーションを限定する傾向が見受けられる。また、物語に描かれる女性たちが、母や妻と
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して行動する場面や聴衆の感情に訴えるような劇的な表現を削除することで、女性的な要
素を取り除き、抽象的で様式化された独自の女性像を作り出している。また、結婚につい
ての言及も女性描写の場合と同様に、現実の夫婦生活を思わせるような記述は避け、事実
を簡潔に述べて、聴衆に抽象的な印象を与えていると結論づけることができる。
Appendix: Pararell Text of Chrysanthus and Daria – Trial Version
INCIPIT PASSIO SANCTORUM MARTYRUM 
CHRYSANTIET DARIAE. MENSE [OCTOBRE] XXV 
DIE
(1) Historiam priorum sanctorum ad œdificationem nostram 
Deus uoluit peruenire, non ut laudibus mortalium pasceret 
eos quos inmortalitatis dapibus reficit, sed ut nos exemplo 
eorum doceat prœsentis sœculi blandimenta contempnere 
et ad inquisitionem sempiternœ gloriœ labentem ac 
momentaneam angustiam non timere Omnis enim dolor 
aut leuis est et sufferri potest, aut grauis et finem imponit. 
Sed si uterque timendus est, ratio est ut ille qui æternus 
est non contempnatur. Si enim isti dolores, qui hodie 
minantur et cras uacuantur, qui hodie exardescunt et cras 
refrigescunt, qui hodie oriuntur cras finiuntur tam diri, tam 
sæui sunt, quam graues erunt illi dolores qui sic inchoant 
ut crescant cotidie, sic initium capiunt ut omnino finiri non 
possint? Hanc denique imaginem tenent, qui se permittunt 
aut setari a medicis aut igniri cauteriis aut amaris|simis 
potionibus sautiari. Mortis enim timore perterriti et 
amaritudines appetunt et ignes non metuunt et ferrum non 
perhorrescunt. Si ergo amore huius uitæ, quę fidem seruare 
non nouit, amantibus se auro comparantur dolores ignis 
et amaritudines, gratulandum est gratuitis passionibus; 
quæ ultro uenientes, faciunt nos temporaliter humiles 
ut in perpetuum exaltemur. Faciunt nos amaritudines 
momentaneas incurrere ut sempiternas dulcedines 
capiamus. Faciunt nobis ardores fugitiui incendii ut 
refrigerii nos faciant participes sempiterni. 
 Hoc intuitu omnes martyres Christi, ut triumphum 
ex hostibus caperent, omnium passionum genera ridendo 
potius quam metuendo perpessi sunt, credentes quod et 
gloriam sempiternam adquirerent temporalem respuendo et 
æternum ignem euaderent præsens incendium perferendo. 
Horum itaque gloriis delectati respuamus mundum cum 
omnibus delectamentis suis, et sanctorum | gesta absque 
incredulitatis nubilo serenissimam recitemus; hystoriam 
Chrisanti tam nobis qui credidimus quam omnibus qui 
credituri sunt profuturam.
(2) Polemius uir inlustrissimus Alexandriœ urbis, honoratus 
et primus ad urbem Romam cum filio Chrisanto ueniens, 
III KALENDAS DECE2MBRIS . PASSIO CHRISANTI 
ET DARIE SPONSE EIVS . 
(2) On DAM TIMAN ĐE NVMERIAHVS CASERE 
RLXODE þa ferde sum æðelboren man fram alexandrian 
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a Romano senatu susceptus est; et magnis honoribus a 
Numeriano imperatore illustratus, cathedram in curia 
Romana suscepit.
 Hic filium suum unicum Chrisantum cum omnibus 
liberalibus studiis imbuisset etiam philosophorum studiis 
tradidit. Erat enim ardentis ingenii, ita ut omnia quecumque 
ei ab oratoribus aut a philosophis fuissent tradita capaci 
animo fortiter retineret. Cuius prudentiæ cuiusque fuerit 
intellegentiæ rerum exitus docet. 
 Nam uniuersa librorum uolumina cum animo curiosus 
discuteret, ad euuangelicos apices peruenit, et figens 
curiositatis suæ cursum, ad semetipsum | ait,‘ Tamdiu te 
decuit, Chrisante, per librorum tenebras curarum tuarum 
frena laxare, quamdiu ad lumen pertingeres ueritatis. Non 
est prudentiœ ut ad tenebras redeamus a lumine. Perdimus 
quod laborauimus si fructum laboris amittimus. Fructus 
autem laboris hic est, quem a Deo datum querentibus 
legimus. Sic enim legimus Deum hominibus præcepisse, 
“Querite ut inueniatis.” Si quod quesiuimus et inuenimus 
dimiserimus, erimus fatuis et stultissimis comparandi. 
Teneamus ergo quod tenendum est animo, et omnia quæ 
respuenda sunt relinquamus. Fit enim iactura laboriosœ 
inquisitionis meae, si non teneam uiriliter quod inueni. Diu 
laboraui querendo. Inueni aurum. Inueni argentum. Inueni 
lapides prœtiosos. Si ideo quęsiui ut inuenirem, ideo inueni 
ut teneam. Iam non patiar mihi eripi quod inueni. Teneam, 
utar, perfruar, quia hæc erit summa laboriosę inquisiti|onis 
meæ. Quam si amisero, uidebor sine causa uixisse, sine 
causa quesisse’. 
(3) Et hæc dicens, coepit querere quis esset litterarum 
diuinarum expositor, et sicut audierat ante grammaticos 
et oratores magistros, sic desiderabat rusticos doctores 
et piscatores adquirere. Legerat enim dixisse apostolum, 
‘Ubi sapiens, ubi scriba, ubi conquisitor huius sæculi? Et 
quia per sapientes mundus Deo displicuit, placuit Deo per 
insipientes saluos facere credentes in se’.
 Hæc secum cotidie reuoluenti animo et cotidie 
Christi famulos requirenti, occurrit qui diceret nosse se 
quendam Carpoforum nomine uirum per omnia eruditum, 
Christianum et sanctum, sed persecutionis atrocitate 
seuiente in quodam montis speleo collocatum, uix posse a 
paucissimis ac fidelissimis uisitari. Audiens hæc Chrisantus 
coepit esse feruentior, et genibus referentis fusis precibus, 
aduolutus etiam cum lacrimis postula|bat ut ad eius 
mereretur notitiam peruenire. Fit prouidente Deo quod 
ex fidei desiderio flagitabat, et perueniens ad sanctum 
Carpoforum, quintæ regionis presbiterum. Cum quo intra 
paucos menses omnibus diuinis litteris imbutus, ita coepit 
esse diligenter instructus, ut statim post septem dies 
baptismatis sui Ihesum Christum filium Dei uoce publica 
prœdicaret. 
byrig to rome byrig . polemius gehaten . se%wæs 
hæ/þengilda . 7 he hæfde ænne sunu gehaten crisan/tus . 
Se kasere hine underfeng ða mid fullum wurð/mynte . 7 þa 
romaniscan witan hine wurðodon swyðe . Þa befæste he 
his sunu sona to lare to wo/ruld_wis_dome $ he uð_wita 
wurde . forðam_þe%on þam dagum ne mihte nan man 
beon geþogen buton he hæþene bec hæfde geleornod . 7 þa 
cræftas cu/þe þe kaseres þa lufodon . Crisantus þa leorno/de 
mid leohtum 7gite . 7 mid gleawum mode gram/matican 
cræft . 7 þa hæðenan bec . oþ$ þa halgan godspel him 
becomon to hande . þa cwæð he to him sylfum . Swa 
lange ic leornode þa ungeleafful/lan bec mid þeostrum 
afyllede . oþ$ ic færlice becom to soðfæstnysse leohte . 7 
ic snotor ne%beo gif ic cyrre to þeostrum fram þam soðan 
leohte . Uton healdan fæste þone fægeran goldhord nelle ic 
hine for_leosan . nu ic swa lange swanc . un_nyt ic leofode 
gif ic hine nu forlæte . 
(3) He be/gan þa to secenne swyðe ða cristenan . oð$ he 
ofaxode ænne arwurð_ne mæsse_preost . on%fyr/lenum 
wunigende . 7 he fægnode þæs . He wearð þa gefullod 
æt%þam foresædan preoste . 7 leorno/de his geleafan 
mid þam halgan lareowe . swa $ he þone cristendom cuðe 
be_fullan . 7 began to bodigenne bealdlice þone hælend . 
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(4) Tunc adfines eius, uiri nobiles et potentes, 
comprehendentes patrem eius Polemium, coeperunt eum 
arguere dicentes, ‘Periculo patrimonii tui et capitis tui iste 
iuuenis contra deos deasque nostras uociferat clamoribus 
uanis dicitque nescio quem Christum uerum Deum esse. 
Quem si audierit imperator ista prosequentem, nec tibi 
poterit nec nobis esse consultum. Quis enim audeat ista 
præsumere nisi qui se aut sine rege aut sine lege Romana 
agere credat impune?’ 
 Tunc iratus pater eiusPolemius fecit eum in tenebroso 
et squalido loco claudi, et uespertinis | horis paruissimo 
cibo refici. Hoc autem uir Dei Chrisantus magis ad 
exercitationem sibi quam ad supplicium dicebat inferri. 
Cumque hoc factum publica confabulatio detexisset, 
dicit patri eius unus ex audientibus, ‘Si filium tuum ab 
hac usurpatione conaris eripere, magis eum deliciis et 
uoluptatibus occupa, et cuicumque elegantissimæ puellæ 
atque prudentissimæ coniugio trade ut cum didicerit esse 
maritus, obliuiscatur esse Christianus. Nam istas tenebras 
et afflictiones quas tu ad supplicium illi te credis inferre, 
Christiani hœc ad laudem et perpetuam gloriam sibi 
estimant euenire’.
(5) Audiens hæc Polemius iubet triclinia uestibus sericis 
strata preparari. Ipsum quoque auferens de squalenti illa 
et tetra habitatione, induit uestibus pretiosis, et ponens 
eum in triclinio, elegit quinque pulcherrimas uirgines 
ex ancillis suis et accuratissimis uestibus et ornamentis 
composuit. Et simul | eas cum Chrisanto constituens, inssit 
cotidiana conuiuia affluentissimis dapibus exhiberi. Puellis 
autem interminatus est dicens, ‘Nisi eum iocis uestris et 
amplexibus ab intentione Christianitatis separaueritis, 
diuersis uos faciam interire suppliciis’. Aguntur inter hæc 
ludibria. 
 Uir Dei immobilis animo delicias quasi stercora 
contemnebat; puellas autem uirgines quasi uiperas 
perhorrebat. Iacebat autem in oratione immobilis animo, 
et amplexus earum et oscula quasi sagittarum ictus scuto 
suæ fidei excipiens, clamabat ad Dominum dicens, (6) 
‘Exurge, Domine, in adiutorium mihi. Die animę meæ, 
“Salus tua ego sum.” Quis enim istam pugnam a diabolo 
excitatam uincere præualet nisi tua pro eo fuerit dextera 
dimicata? Errat qui se putat castitatem perfectam suis 
uiribus optinere; nisi enim tuo imbre flammæ fuerint hæc 
corporales extinctæ, non potest animus peruenire | quo 
pergitur. 
 ‘Libido enim est bestia maligna quæ in silua huius 
sæculi ad deuorandas animas per carnem et diabolum 
incitatur. Qui eius morsus euaserit tibi, Deo, gratias referet 
quia tuum est quod euasit, sicut beatissimus famulus tuus 
Ioseph, quem plangebat pater suus dicens, “Bestia maligna 
comedit ilium. Bestia maligna rapuit Ioseph”. Et nolebat 
penitus consolari in eo. Certe hic est Iacob famulus tuus, 
(4) Þa gestodon | his frynd his fæder . 7 cwædon . To plihte 
þinre æhta 7 þines . agenes heafdes bodað þes þin%cnapa 
swa bealdlice be criste . wurðe hit þam casere cuþ ne canst 
þu þe nænne ræd . Þa gebealh hine se fæ/der . 7 gebrohte 
þone sunu on leohtleasum cwear/terne . 7 beleac hine 
þær . 7 ‘on’ æfen symle sende him bigleofan lytelne 7 
wacne . 7 he wunode þær swa . Þa%sædon þa magas eft 
sona þam fæder . Gif þu wille þinne sunu geweman fram 
criste . þonne most þu him olæcan . 7 estmettas beodan . 
7 do $ he wifige þonne wile he forgitan siððan he wer bið 
$ he wæs christen . Þas geswencednyssa . 7 þas swear/tan 
þeostra þe þu him dest to wite . awendaþ þa cristenan him 
sylfum to wuldra . na to witnunge . 
(5) Se fæder þa het feccan of%þam fulum cwearterne þone 
geswenctan cniht . 7 hine sona scrydde mid deor/wurðum 
reafum . 7 het dæftan his bur . mid pæl/lum . 7 mid 
wahryftum wurðlice þam cnihte . He funde eac sona fif 
mædena him to . wlitige 7 rance . to wunigenne mid him . 
7 het $ hi awendon mid heora wodlican plegan his geþanc 
fram cri/ste . 7 cwæð $ hi sceoldon sylfe hit ge_bicgan . gif 
hi ne%bigdon his mod . He sende him eac gelome sanda . 7 
estas . ac%se cniht forseah þa sanda . 7 drencas . 7 þa 
mædena onscunode . swa swa man deþ næddran . He%læg 
on%gebedum . 7 forbeah heo/ra cossas . 7 bæd þone 
hælend $ he ge_heolde his clænnyse . swa swa he heold 
Iosepes on%ægipta lande . He andette eac%gode mid 
eallum mo/de 7 cwæð . 
(6) Ic bidde þe%drihten $ þu do þæs næddran $ hi ealle 
slapon on minre gesihðe nu . $ hi awræccan ne magon 
mid heora wodlican ple|gan ænige galnysse on me 
forðan_þe%ic truwige on þe .
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Domine, quem nichil latebat. Quare ergo, dum dixissent ei 
filii sui, “Agnosce si tunica filii tui est”, non manifestasti ei 
quod fallerent eum? Sed ideo dissimulasti quia patriarchas 
prophetico sermone patrem alloqui præuidisti.
 Denique occurrit ei bestia maligna et quasi leena ita 
eum suis unguibus arpaxauit. Et quod peius, insidiata est ut 
solum inueniret et unicum. Sed solus non erat quia patris 
eius lacrimis iam fuerat interpellatus. Ideo eum permisisti 
lugere et mugitum imi cordis emittere ut iustis eum 
adiuto|riis subleuares. Libido enim erat bestia maligna, per 
quam contra eum diabolus et mulier luctabantur. Ibi caro 
et sanguis, ibi iuuentus et pulcher aspectus, ibi pubertas et 
irritatio oculorum, ibi potestas dominationis, ibi delectatio 
obscenitatis, ibi inuitamenta potestatis, ibi ornamenta 
suadentis oculos, ibi caput auro et gemmis instructum, ibi 
odoramenta exhalantia, ibi amplexus ipsi deuorationi et 
morti iam proximus. Inter hæc omnia et solum inuenit leena 
et tenuit. 
 ‘Hunc tua manus, Domine, iam ante ora positum 
liberauit. Unde et nunciantibus quod filius eius uiueret, 
Iacob dixit, “Mirum mihi est si bestiam illam malignam sic 
euasit ut uiueret”. Quare? Quoniam Deus inquit erat cum 
Ioseph, et omnia quecumque faciebat Deus benedicebat 
in manibus eius. Et ego, Domine, tibi confiteor, et a te 
auxilium contra istas uiperas deprecorut, sicut serpentes 
obdormiscunt ad uocem | incantantis, ita iste obdormiscant 
in conspectu meo, et nullum in me libidinis excitent 
bellum quia te didici, uerum Deum, qui in hominibus in te 
credentibus operaris uirtutem quæ penitus uinci non potest’.
(7) Igitur dum complesset Chrisantus orationem suam, 
ita graui somno correptae sunt uirgines ut nisi fuissent 
foras de triclinio eiectœ, penitus excitari non possent. 
Euigilabant autem foris et capiebant cybum. Statim autem 
ut ingresse fuissent ubi orabat Chrisantus, sopore nimio 
artabantur. Nunciantur hœc patri ab his quorum fuerat curæ 
commissus, et coepit eum quasi iam mortuum flere. 
 Tunc dicit ei quidam ex amicis suis, ‘Hic artem 
magicam a Christianis didicit, et ideo aduersus puellas 
simplicissimas facile prœualuit incantando. Sed si eruditam 
aliquam miseris ad eum, poterit eum et ad tuum arbitrium 
et ad suos libitus inclinare’. 
 Dicit ei Polemius, ‘Et ego ubi inuenturus sum talem 
feminam | quæ hoc possit implere?’
 Respondit ei amicus eius, ‘Est inter uirgines quæ 
deæ uestæ inseruiunt quędam uirgo super omnem 
pulchritudinem, elegantior, et ita sapiens ut illi nec ipsi 
oratores occurrant. Hæc iam ad nubiles annos, quantum 
ætas ostendit, admittit, et necesse erit ut quicumque eam 
nobilis sortiatur uxorem. Hanc itaque nos, ut consuetudo 
est, per supplicationem mereamur, et agamus cum ea 
quatinus et tibi filium reddat et sibi eum maritum accipiat’. 
 Facta sunt omnia quœ isti consilio erant necessaria, et 
(7) Midþam[ ]þe crisantus clypode þas word to go/de .  
þa slepon þa mædene swa swarum slape . $ man hi 
awreccan ne mihte butan man hi awurpe ut of þæs 
cnihtes bure þe ða clænnysse lufo/de . Wið_utan þam 
bure hi æton 7 wacodon . 7 swa hraðe swa hi ineodon hi 
wurdon on slæpe . Þis wearð þa gesæd sona þam fæder . 
7 he beweop þone sunu swilce he dead wære . Þa cwæð 
sum ræd_bora $ chrisantus leornode drycræft æt þam 
criste/num 7 ofercom mid þam þa bilewitan mædene on 
þam bure swa eaþelice . 7 tihte þone fæder $ he funde 
sum mæden on cræftum getogen . þe%cuþe him 7wyrde . 
Þa%wæs sum mæden wun/dorlice cræftig on þære ylcan 
byrig æþelboren/re mægðe daria gehaten on hæðenscipe 
wuni/gende . wlitig on%wæstme . 7 on uðwitegunge 
snoter . Polemius þa sona sende his frynd to þam mæde/ne 
darian 7 micclum wæs biddende . $ heo chri/santum 
ge_wemde fram criste mid spræce . 7 $ heo hæfde hine 
hire to were syððan . Him ge/wearð [ ] þa æt nextan $ heo 
wolde swa don . 7 
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ad consensum uirginis peruenitur.
(8) Tunc uirgo nomine Daria gemmis et auro radians 
repente ad Chrisantum quasi sol radians constanter 
ingreditur, et quasi sub specie consolationis, tanta eum 
elegantia sermonis alloquitur tantamque ingenii artem 
interserit ut si esset ferro durior, pluma mollior redderetur. 
 Sed Chrisantus Domini fretus auxilio sagittas diaboli 
scuto suæ | fidei repellebat. Et medium inter se atque illam 
Sanctum Spiritum postulans, alloquiis suis hoc initium 
dedit, ‘Si mihi mortali homini per temporale conubium 
tantam tuœ pulchritudinis elegantiam exhibes tantamque 
dulcedinem melliflui sermonis ostendis ― ut etiam ab 
intentione propositi te animum meum reuocare credas, aliis 
amoribus occupatum, et cogas mentem uelle quod non uult 
― quanto magis amantem te et desiderantem inmortalem 
regis filium poteris si uolueris optinere? ‘Nam si ei animam 
tuam in corporis tui integritate custodias, sicut corpore 
pulchra es ita pulchra eris et mente. Et sicut extrinsecus 
gemmis et auro resplendes, ita intrinsecus in tuis uisceribus 
perorneris. Erunt de te proximi angeli laudatores, 
archangeli paranimphi, apostoli amici, martyres coheredes, 
Christus sponsus, qui tibi thalamum in cælis construit 
æternis margaritis instructum, tradat tibi | possessiones 
paradisi, dotem tibi sempiternam tribuat, constituat tibi 
incomparabiles reditus et florem in te cotidie gratissime 
renouet iuuentutis’. 
(9) Ad hæc Daria conpuncta respondit, ‘Nulla me, O 
iuuenis, petulantis animi cum his uestibus ad te signa 
perduxerunt, sed patris tui lacrimis miserata, cupio te et 
patri reddere et deorum reuocare culturœ’. 
 Chrisantus respondit, ‘Si nosti aliqua quæ uera mihi 
ratio manifestet, ponam animum et diligenter auscultem ita 
ut ex alterna disputatione libenter et audias et loquaris’.
 Daria respondit, ‘Inter omnia quæ humanis commodis 
necessaria nouimus, nichil tam utile tamque primum 
agnoui quam diuinitatem excolere et supernas uires deorum 
nequaquam per contemptum ad iracundiam concitare’. 
 Chrisantus ad hæc ait, ‘O uirgo prudentissima, quam 
putas nos idolis exhibere culturam?’ 
 Respondit Daria, ‘Hanc quæ nobis faciat | esse 
custodes’. 
 Et Chrisantus, ‘Quomodo,’ inquit, ‘nobis possunt 
esse custodes, qui nisi custoditi fuerint a canibus, nocte 
rapiuntur a furibus? Et ne ab aliquo deiciantur inpulsu, 
uinculis ferreis coartantur et plumbo?’ 
 Daria respondit, ‘Si uulgus ignobile posset absque his 
imaginibus uirtutem deorum nostrorum credere et eorum 
sanctitatem ex celeberrima cultura ueraciter agnoscere, 
nulla esset necessitas similitudinis exhibendæ. Hæ autem 
imagines aut in ære et marmore et in auro atque argento 
funduntur et finguntur ut oculis cultor attendat eum quem 
(8) com þa geglenged mid golde to%þam cnihte . 7 
scinendum gym/stanum swilce sunbeam færlice . 7  
hine frefro/de mid hire fægerum wordum . Þa cwæð 
crisan/tus hire to mid clænum mode þus . swyðe þu 
ge/glengdest mid golde þe sylfe $ þu mid þinre wlite 
minne willan aidlige . ac þu mihtest habban þone hælend 
to brydguman gif þu hine lufodest . 7 heolde þe clænlice 
on ungewemmedum mægðha/de . 7 þu wurde swa wlitig 
wiþinnan on mode . swa swa þu wiðutan eart . 
(9) Daria him 7wyrde . ne dyde ic for glnysse . $ ic þus 
gefretewod ferde in to þe . ac þines fæder wop ic wolde 
gestillan . $ þu him ne losige ne huru þam godum . 
Crisantus þa axode betw[u]x oþrum spræcum . Hwilce 
godnys/se hæfde eower god saturnus þe abat his suna 
þonne hi geborene wæron . swa swa his biggengan on 
heora bocum awriton .
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doceatur mente excolere et timere’. 
 Respondit Chrisantus, ‘Inquiramus ergo quorum sunt 
istæ ipsæ imagines, et uideamus si his merito honorem 
debeamus exhibere culturæ. Deus enim non potest nec 
estimari nec credi nisi qui omnem sanctitatem omnemque 
supergreditur maiestatem. (10) | Quœ ergo bona Saturnus 
falcifer habuit, qui proprios filios quotienscumque 
nascebantur occidit ― ut non dicam comedit sicut eius 
cultores scribunt? Quœ bona in Ioue fuisse existimas, 
qui quot dies uixit tot inaudita incesta, tot adulteria, 
tot homicidia perpetrauit, eneruator patris, puerorum 
incestor, maritorum adulter, sororum maritus, usurpator 
imperii, magorum adinuentor, transfigurationis arbiter, 
massa dasmonum, metator mortis et omnium inauditorum 
criminum perpetrator? Hunc tu talem esse non credas si non 
de eo ista scripta sunt; quorum testimonio dii memorantur 
et reges nati tamen leguntur et mortui, tempore quo rudes 
homines deos putabant quoscumque fortes in proelio 
comprobassent.
 Nam quid in Ioue diuinum esse potuit, qui omni 
castitati ita usque ad mortem extitit inimicus ut aerem 
ipsum in Ganimedis sanguilne pollueret, et terram, ut 
dixi, in suis sororibus inquinaret? Quid etiam in Mercurio 
diuinitatis inuentum putas, cuius capitalis aspectus 
sycofanticum indicat monstrum cum in eius uertice 
simul cernimus et capillos et pennas? Hic maleficiis suis 
absconditas terræ pecunias reperiebat, et incantationibus 
suis serpentium iras mitigabat ad uirgam. (11) Hæc 
autem omnia dęmonum patrocinio perpetrabat quibus 
porcinum ficatum cotidie sacrificabat et gallum. Quœ 
autem in Hercule sanctitas, qui, uicinorum suorum omnium 
interfectione fatigatus, etiam ipse uiuum se nutu dei 
ignibus tradidit concremandum et arsit, miser, simul cum 
mathera quam gestabat et pelle? Et licet leonem necauerit, 
hydram truncauerit, canem infernalem ligauerit, ipse tamen 
redactus in cynerem nusquam omnino comparuit sed periit. 
Quæ in Apolline sanctitas, cum mysteriis Dionysialibus 
et inebriatis confusionibus et diuinationibus Delficis et 
luxuriis | poculorum? ‘Iam si ad reginam Iunonem et ad 
castissimam Uenerem ueniamus, inueniemus eas idcirco 
inter se acriter litigantes quia ad usus turpes una alteram 
præcedebat. Clamant omnium poetarum et oratorum et 
historiographorum scripta iudicium Paridis spreteque 
iniuriam formæ. Quid enim ilia indignata est, quid illa 
lætata, nisi quod una impudicitiæ usibus aptior pastoris 
iudicio eligitur, alia denegatur? 
 His itaque diuinitatis honoribus supplosis, quibus 
diuinitatis priuilegium imperitum uindicat uulgus de ceteris 
eorum minoribus sileamus. Unum enim caput est, quod 
uniuersa sequitur compago membrorum: quicumque enim 
deus quæcumque dea esse iactatur Saturno, Iunoni, Ioui et 
Ueneri, non erit præponendus. Si enim priuilegia tenentes 
tam miseri probantur et turpes, quanto miseriores sunt quos 
(10) Oþþe hwilce godnysse hæfde se gramlica Iouis . 
se%þe on%fulum forligre leo/fode on%worulde . 7 his 
agen swustor him geceas to wif[e] . 7 manega manslihtas 7 
morðdæda gefre/mode . 7 drycræft arærde to bedydrigenne 
þa unwaran ?
(11) Oððe hwylc halignyss wæs on þam he/telan ercule 
þam ormætan ente . þe ealle acweal/de his nehgeburas . 7 
for_bærnde hine sylfne swa cucenne on%fyre . siððan 
he acweald hæfde men . 7 þa leon 7 þa micclan 
næddran ? Hwilc beoð þa lyt/lan godas on to gelyfenne nu 
þa fyrmestan godas swa fullice leofodon ?
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inferiores eorum annuntiant esse cultores?’ 
(12) Ad hæc Daria respondit, ‘Quoniam poetarum 
figmenta nulla sunt uirtu|te subnixa, ad philosophos eamus 
quorum ingenia uniuersa uitia desecant et uirtutibus 
colla submittunt. Qui licet uaria interpretatione de mundi 
machina disputare uideantur, deorum tamen ista nomina 
allegorica interpretatione distinguunt. “Saturno” denique 
tempus ostendunt si quidem “Chronos”, quod est eius in 
Græco uocabulum, non aliud posse quam tempus intellegi. 
“Iouem” uero substantiam feruidam, “Iunonem” aerem 
uocant, “Uestam” ignem, “Neptunum” mare, “Matrem 
Magnam” terram, et ceteras deorum dearumque personas 
his et huiusmodi asserunt uelaminibus coopertas’. 
 Chrysantus ad hæc respondit: ‘Illorum’, inquit, 
‘effigies per simulachrum aliquod representari solet qui 
possunt aliquando non esse presentes. Terra uero, quæ 
absens esse numquam potest, et ignis, qui in presenti 
semper est, et aer, qui aperte omnium oculis patet, cur per 
nescio quas effigies coli iuste putentur ignoro. Nec omnino 
considero quare ma|gis imago eorum sit colenda quam 
ueritas. Numquid est in regibus aut in iudicibus, qui se 
ipsum iubeat derelinqui et suam imaginem uenerari? Quod 
si nulla hoc ratio patitur, restat ut istæ effigies non sint 
elementorum, potius sed defunctorum et mortuorum magis 
hominum quam deorum imagines comprobentur’. 
(13) Ad hæc Daria respondit, ‘Dictis meis assertio tua 
probamentum exhibuit. Docuisti enim ut si imperiti 
imagines colunt, nos ipsas res quorum illi colunt imagines 
adoremus et unicuique honorem maiestatis suae sapientius 
quam alii exhibent præbeamus’. 
 ‘Optime’, ait Chrysantus, ‘ad clausulam definitionis 
attingis. Adducamus ergo ante oculos elementorum 
omnium diuersa uoluntate cultores. Et colat unus terram 
ut deam, sed ut deam tantum, obsecrationibus, sacrificiis 
atque omni cultu, quod ei conuenit promereri, cesset 
uero ab ara|tri uel rastri cultura. Alter econtra negans eam 
deam, solum uomeris in ea cultum ostendat et rastri, nec ut 
sacerdos uenerando eam excolat sed ut rusticus operando. 
Cui magis fructum proferre credenda est? Illi sine dubio qui 
eam ut terram tantum coluerit, non ei qui eam quasi deam 
uanissima fuerit superstitione ueneratus. Si enim uere dea 
esset, illi potius uberes fructus qui eam religionis titulo 
honorabat afferret.
 ‘Similiter et alius Neptunum, id est mare, diuino 
cultu ueneretur, et aut in tempestiuo tempore nauiget aut 
copias eius ac si religiosus cultor expectet. Alius uero 
quasi exanime elementum omni diuinitatis reuerentia 
arbitretur indignum, et hic non nisi certo et oportuno 
tempore se fluctibus credat, et marinas copias non adorando 
sed piscando perquirat. Quem ex his duobus aut felicius 
nauigare aut piscium dapibus habundare existimas? Illum | 
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procul dubio, qui hæc rationabiliter procurauerit, non illum 
qui uanissimo ritu hæc speranda crediderit. 
 ‘Hoc etiam de ceteris elementis credendum est, 
quod nichil se colentibus prestent quia non suo motu sed 
diuino iussu hominum usibus famulantur. Iussu uero Dei 
calores solis terræ concipiunt, aeris temperie pariunt, cæli 
clementia et imbribus nutriuntur, qualitate temporum 
coalescunt. Ille tamen digna ratione dignus est honorari qui 
prestat ea, non per quæ prestantur. Neque enim qui litteras 
discunt, tabulis et codicibus potius gratias referunt quam 
magistro, aut ægrotantes liberati a medico ferramentis aut 
medicamentis eius honorem quam ipsi medico estimant 
rependendum’.
(14) Hæc et his similia prosequente Chrysanto, credidit 
Daria. Et quasi simulata uoluntate inter se et Chrysantum 
habens consilium, nomen coniugii assumpserunt ita ut 
ambo in Dei timore et castitatis gloria perdurarent. 
 At ubi Chrysantus libenter ministerium paternæ 
uoluntatis accepit, fecit baptizari | Dariam intra domum 
suam. Et ita facta est sacratissima uirgo Christi ut intra 
dies paucos et omnes diuinas scripturas arriperet et sanctæ 
uirginitatis suæ uelamen sanctitatis aptaret. Erat tamen 
iuncta Chrysanto non calore corporeo, sed Sancti Spiritus 
feruore sociata. Et tam per Chrysantum multitudo uirorum 
quam per Dariam feminœ innumerabliles ad Christi gratiam 
confluebant.
(15) Igitur cum multce uirgines, relicto per Dariam amore 
sponsorum, Christo se traderent, nunc iuuenes, relicto 
uoluptatum studio et carnali commertio, sese castimonio 
manciparent, excitata est in urbe seditio, et Celerino 
prefecturam urbis administranti, interpellatio publica 
exhibetur. Iuuenes clamabant, ‘Sponsas nostras per Dariam 
amittimus!’ Uiri clamabant, ‘Coniugia perdimus!’ Mulieres 
clamabant, ‘Maritos amisimus per Chrysantum, et iam 
filios non habemus!’ Et erat interpellantium uaria et | 
seditiosa confusio. 
 Iubentur itaque a prefecto ambo constringi et diuersis 
poenis interfici si sacrificiorum cerimonias contempsissent. 
Traditur itaque tribuno Claudio Chrysantus, qui Claudius 
tradidit eum septuaginta militibus dicens, ‘Ducite eum 
extra ciuitatem ad fanum inuicti Herculis, ubi si sacrificare 
noluerit, diuersis eum penis agite quoadusque consentiat’. 
(16) Tunc milites crudis eum neruis adstringunt ut sensim 
siccantibus neruis ad ossa eius uis pertingeret ligamenti. 
Statim autem ut constrictus est, ita omnia sunt in manibus 
eius ligamenta resoluta ut non occurrerent oculi eius 
uidere celeritatem resolutionis eorum. Et quasi luctantes 
contra se ligaturas, diuerso modo diuersi eum milites 
constringebant nouis et exquisitis ingeniis. Mox autem ut 
manus ligantis cessassent a uinculo, dicto citius quicquid 
(14) Crisantus þa swa lange to geleafan tihte darian 
mid wordum . oþ$ heo gewende to gode forlætenum 
gedwylde deoflicra biggenga . Hi wurdon þa anræde . 7 
wunodon æt/gædere gehiwodum synscipe . 7 gehealdenre 
clænn/ysse . oþ$ daria underfeng fulluht on gode . 7 
godes bec leornode æt þam gelæredum cnihte . 7 hire mod 
gestrangode . on mægðhade wunigende . Wur/don þa on 
fyrste fela men gebi‘g’de þurh heora drohtnunge fram 
deofles biggengum to cristes gelea/fan 7 to clænum life 
. Cnihtas gecyrdon þurh cri/santes lare . 7 mædenu þurh 
darian manega to drihtne
(15) forlætenum synscipe . 7 geswæsum lustum . oþ$ sume 
men astyrodon sace be þysum . 7 hi wurdon gewrehte to 
þam wæl_hreowan deman . þe | on þone timan geweold 
þære widgillan rome byrig . Hwæt þa se hæðena dema het 
gehæftan crisantum 7 darian samod for drihtnes geleafan . 7 
mid mis/licum witum het hi gewitnian oð deað . gif hi 
noldon geoffrian þam arwurðum godum . Crisantus wearð 
betæht hundseofontigum cempum . 
(16) 7 hi hine bun/don hetelice swiðe . ac þa bendas 
toburston sona swa he gebunden wæs . Hi gebundon hine 
eft . oft 7 gelome ac þa bendas toslupon swa swyðlice him 
fram . $ ‘man’ ne mihte tocnawan hwæðer hi gecnyt/te 
wæron . Þa yrsodon þa cempan ongean þone cristenen 
cniht . 7 gesettan hine þa on ænne heard/ne stocc . 7 his 
sceancan gefæstnodon on þam fotcop/sum by’s’mrigende 
mid wordum þone halgan wer . ac%se fotcops awende 
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ligauerant soluebatur. Tunc irati milites | mittunt eum in 
cippum nouum et nodosissimum ita ut in tertio puncto 
eius tibias coartarent. Igitur cum starent ante eum et 
insultarent ei, ita putrefactum est lignum totius cippi ut in 
cinerem conuerteretur. Tollentes autem milites Chrysantum 
perfundunt eum lotio humano dicentes, ‘Maleficia 
tua modo amittes!’ Statim autem ut perfusus est lotio 
putentissimo, ipsa aqua putens ita est in nectareum odorem 
conuersa ut putares eum non lotio sed rosato esse perfusum. 
Auferentes autem eum ex eodem loco, excoriauerunt 
uitulum, et corio retenti cingunt eum nudum et posuerunt 
eum ad solem. Sed per totum diem in œstu nimio et 
flagrantissimo sole nulla omnino potuit calefactione siccari, 
sed eadem qua fuerat uiriditate perdurans corium in nullo 
potuit Dei famulum uiolare. Item posuerunt in collum eius 
catenas ferreas, et simul manus et pedes constringentes, 
clauserunt eum in obscurissimo loco. Statim autem ex 
manibus eius soluta sunt uin|cula, et tanta lux refulsit in 
loco ut putarentur illic esse lampades multe fulgentes.
(17) Nuntiantur omnia hæc a septuaginta militibus 
Claudio tribuno suo. Et ipse ueniens ad locum uidit lumen 
inmensum et iubens eum ad se egredi, dixit ei, ‘Quœ 
ista tanta uis maleficiorum tuorum est ut ista perficiasl 
Nam omnes magos et hierofantas et Chaldeos et ariolos 
et incantatores ego edomui, et adhuc istam potentiam in 
maleficis non inueni. Omnibus tamen imperaui quod uolui 
et eorum consensum ad meos libitus inclinaui. Nunc uero te 
uirum nobilem et sapientem ad hanc solam partem accepi, 
ut contempta superstitione Christianę temeritatis, de qua 
murmur populi Romani et seditio excitata est, reddas te 
generi tuo et diis omnipotentibus debita sacrificia clementer 
exhibeas’. 
 Cui respondens Chrysantus ait, ‘Si esset in te uel 
scintilla prudentiœ, cognosceres me non maleficiorum 
argumentis | sed diuinis adminiculis adiuuari; sed sic 
ad me respicis sicut ad deos, quos colere iniusto iudicio 
comprobaris. Si enim oculi tui sapienter aspicerent, 
uiderent quia dii tui non uident. Si aures tuæ reciperent 
ueritatem, aduerteres illos uoces clamantium audire non 
posse. Si interiora tua intellectum alicuius prudentiæ 
caperent, considerares istos in interioribus suis nichil 
habere aliud preter argillam et plumbum’. 
 Tunc tribunus Claudius iussit eum fustibus cœdi. 
Statim autem ut allate sunt uirgę durissimę, coeperunt in 
manibus cœdentium quasi plume mollescere. Denique dum 
tenerentur uirgœ, quasi ferreę essent ita erant nodosœ et 
solidœ, dum uero percuterent, quasi ex papyro essent ita 
mollissime reddebantur et lenes. 
(18) Tunc Claudius tribunus iussit eum erigi et indui 
uestimentis suis. Et conuersus ad milites suos, omnes | hac 
uoce alloquitur dicens, ‘Bene nostis me et incantatorum 
wundorlice to þrexe . 7 eall to -- duste þurh drihtnes 
mihte . Þa wendon þa cem/pan $ he cuðe drycræft . 7 
beguton hine ealne mid ealdum miggan . wendon $ se 
migga mihte aid/lian ealne his scincræft . ac hi swuncon 
on%idel . forðan_þe%se migga þurh godes mihte wearð 
to swetum stence sona awend . Hi behyldon þa ard/lice 
ænne oxan mid graman . 7 besywodon cri/santum swa 
mid þære hyde to his nacodum lice . 7 le/don hine ongean 
þa sunnan . He%læg swa ealne dæg on þære ormætan 
hætan . ac seo hyd ne mihte aheardian . him abutan . ne 
þam halgan derian on þære hatan sunnan . Hi%tigdon þa 
his swuran swiðe mid racenteagum . 7 his handa samod 
mid heardum isene . 7 þa fet togædere mid gramlicum 
anginne . 7 wurpon hine swa gebundene into anum blindum 
cwearterne . Þa toslupon þa bendas on his swuran 7 
handum . 7 þær scean mi/cel 
leoht swa swa of manegum leoht_fatum . 
(17) Þa cem/pan þa cyddon $ claudio heora ealdre . 7 he 
sylf com þærto . 7 geseah $ leoht . 7 het hine utgan . 7 
be/gan hine to axienne . Hwæt is seo micele miht þinre 
morðcræfte $ þu þyllic gefremast þurh feondlicne 
dry_cræft . Ic%gewylde for_oft þa an/rædan dry_men 
7 ælcne wicce_cræft ic eaðelice ofer_swiðde . 7 þa 
chaldei‘s’can wig_leras . 7 þa wurmga/leras ic mihte 
gewyldan to minum willan æfre . 7 ic næfre ne afunde 
swa fæstne drycræft . Ic wille nu swaþeah $ þu awende þe 
sylfne fram ‘þinum’ cristen/dome 7 gecwem[{_}]e urum 
godum . mid arwurðum offrungum . Him andwyrde þa 
crisantus . þu mihtest tocnawan gif þu cuþest ænig god $ 
ic mid dry_cræfte ne dyde þas þing . ac me fylste god sylf 
mid godcundre mihte . Þine godas ne geseoþ ne soðlice ne 
gehyrað ac syndon 7{g}itlease mid leade gefæst_node . 
Claudius þa het hine hetelice swingan mid greatum gyrdum 
for his goda teonan . Þa wur/don þa%gyrda wundorlice 
gehnexode færlice on heora handum swilce hit fæðera 
wæron . Þa þa hi man heold hi wæron hearde . 7 hostige . 
þon/ne man sloh sona hi hnexodon 
(18) Claudius þa het þone halgan forlæton . 7 hine 
siððan scrydan . 7 he sylf clypode . Nis þeos miht of 
mannum . ac is godes mærð þe ealle þas wita gewylde 
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et magorum deprehendisse prestigia. Hic humanę artes 
penitus non sunt, ubi uirtutum diuinarum potestas apparet. 
Nam uincula neruorum sponte soluta cesserunt. Ligni 
fortitudo repentina defectione conputruit. Corii uiriditas 
in solis nimio ardore in eadem qua de uitulo ablata fuerat 
nouitate permansit. Catenarum quoque nexus inuisibilis 
potestas exsoluit. Tenebrarum locus nimia illustratione 
perfulsit. Fustes in manu tenentis rigescunt, in ferientis 
ictu mollescunt. In aspectu patientis ista sinceritas apparet. 
In uerbo etiam ipso rationabilis ueritas conprobatur. 
Quid superest nisi omnes huius hominis genibus aduoluti 
ueniam postulemus sceleris et rogemus ut nos quoque 
talem Deum faciat colere qui cultores suos in omni faciat 
pugna uin|centes? Ecce etenim et nos et iudices et omnes 
qui contra eum uenerunt; numquid non eos ita superat ut 
probastis?’ 
 Igitur cum hæc et alia fuisset perlocutus militibus, cum 
uniuersis militibus ipse Claudius genibus eius aduolutus, 
orabat dicens,‘In ueritate probaui quia Deus tuus Deus 
uerus est. Peto itaque ut facias me cognoscere eum et ad 
notitiam cultur[ę eius aliqua ratione pertingere’. 
 Cui Chrisantus dixit, ‘Ad notitiam peruenire desideras, 
non pedibus tibi sed corde pergendum est.] Tantum enim 
unicuique presens efficitur Deus, quantum eum fide mentis 
et cordis integritate quœsierit’. 
(19) Hæc et his similia prosequente Chrysanto credidit 
Claudius tribunus; credidit Hylaria uxor eius; credunt et 
duo filii eius Iason et Maurus; crediderunt omnes amici et 
familiares eius; credidit omnis familia eius; credunt omnes 
illi septuaginta milites cum suis, et uniuersi eodem die 
baptizati. Per singulos dies a sancto Chrisanto eruditionem 
ueritatis desiderantissime audiebant, et uerbum Christi 
cum omni reuerentia et timore capientes, optabant pro Dei 
nomine etiam aduersa perferre. 
 Uerum quia longum est mirabilia quœ Deus per eos 
fecerit enarrare, rerum exitum intimemus. 
(20) Cum omnes credidis|sent Deo et imperator 
Numerianus audisset, iussit Claudium tribunum, ingenti 
saxo constrictum, in medio mari dari precipitem; omnes 
autem milites singillatim audiri, et quicumque se negasset 
Christianum dimitti, qui uero negare noluisset, caput 
amputari. Tantam autem gratiam Dominus credentibus se 
concessit ut primus Iason et Maurus, filii Claudii, etiam non 
interrogati Christum se colere dicerent et pro eius nominis 
confessione mortem libenter optarent. Hos imitantes 
omnes unanimiter intra unam horam martyrium Domino 
consecrarunt. 
 Erat autem in loco ubi decollati sunt cuniculus 
antiquus; hunc emundantes per noctem Christiani simul in 
unum omnia corpora sepelierunt non longe ab urbe uia quæ 
Salaria nuncupatur. Corpora autem filiorum suorum collegit 
swa eaðe/lice . hwæt wille we leng don buton licgan ealle 
æt his arwurðum cneowum . 7 eadmodlice biddan $ he 
us geþingie to þyllicum gode þe%his biggengan macaþ 
swa mihtige on%gewinne . Hi feollon þa ealle mid fyrhte 
to his cneowum . 7 claudius him cwæð to . Ic oncneow 
to soþan $ þin god is soð god . 7 ic | sylf nu bidde $ þu 
me geþingie hu ic wurðe his biggen/ga. Crisantus him 
7wyrde . Ne þea‘r’ft þu yrnan on%fo/tum ac mid geleafan 
gan $ þu god oncnawe . Swa mic/clum he%bið andwerd 
anum gehwilcum men . swa mic/clum swa he hine secð mid 
soþum geleafan .
(19) Cri/santus hi lærde þa oþ$ hi gelyfdon on god . 
clau/dius 7 his wif . hilaria gehaten . 7 heora twegen su/na . 
nason 7 maurus . 7 heora maga fela to fulluhte hi gebugon . 
7 þa hund_seofontig cempan þe claudius bewiste . wurdon 
gefullode mid heo/ra freondum þæs dæges . Hi ealle þa 
wunodon wuldrigende heora drihten 7 geornlice leornodon 
heora geleafan æt crisante . 7 wiscton $ hi mo/sto‘n’ 
wite þrowian for criste . Hit bið langsum to awritene þa 
wundra þe%hi ge_fremodon ealle be ende_byrdnysse 
forþan_þe%we efstað swyðe eow mannum to secgenne hu 
hi gemarty_rode wæron .
(20) Numerianus se casere þære cristenra ehtere þa þa him 
wearð cuð $ claudius gelyfde . 7 ealle þa cempan cristene 
wæron . þa het he niman clau/dium 7 lædan to sæ . 7 
wurpan hine ut mid anum weorc_stane . He het beheafdian 
siððan þa hund/seofontig cempan butan heora hwilc 
wolde awegan his geleafan . ac hi ealle efston anræd/lice 
to slæge . 7 claudies twegen suna cwædon $ hi wæron 
on%criste gefullode . 7 under_fon woldon%deað . mid þam 
cempum . for cristes geleafan . Hi wur/don þa ofslagene 
samod for criste .
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sancta Hilaria, relicta martyris Claudii, et singillatim 
condiens, id est Mauri et Iasonis, in sarcofagis singulis 
collocauit.
(21) Quæ dum assiduis obsequiis circa sanctorum 
confessionem oraret Deum, | tenta est. Quœ dum 
traheretur, rogauit eos qui se trahebant dicens, ‘Obsecro 
uos permittite me prius orationem meam complere, et 
ueniam quocumque uolueritis’. Igitur dum fixisset gradum, 
accepit sacramentum Dominiet expandens manus suas 
dixit, ‘Domine Ihesu Christe, quia te toto corde confiteor, 
modo me associa cum filiis meis quos ex utero meo ad 
tuum martyrium conuocasti’. Et hœc dicens proiecit se 
in orationem, et dum oraret emisit spiritum. Tunc illi 
ipsi qui eam tenuerant dolentes super repentinum obitum 
eius, reliquerunt duas ancillas eius que cum ea erant. Illę 
autem sepelierunt eam diligentissime sepulturæ et super 
eam breuissimam ecclesiam fabricauerunt, quia locus in 
quo defuncta fuerat eiusdem erat hortus Hilariæ, et ex quo 
sancti passi fuerant ibidem sibi mansiunculam collocauerat. 
(22) Interea Chrysantum iussit infernali retineri custodia ut 
simul cum Daria di|uersis tormentorum generibus ageretur. 
Erat autem ima custodia in carcere Tulliano unde putor 
horribilis ascendebat quia cloacarum cuniculi digesta 
domorum stercora illic iugiter decurrebant. Et in hoc 
decursorio, ut diximus, erat ima, et lutea et ita tenebrosa 
custodia ut penitus lucifluus aer, nec signum ibidem diei 
nec uestigium aliquod lucis ostenderet. In hanc ergo 
habitationem ferro uinctus Chrysantus mittitur nudus. 
Daria uero ponitur in publico contubernio meretricum. Sed 
diuersis his sanctorum passionibus diuerso genere Christus 
occurrit: nam Chrysanto lux diuina et odoramenta sancta 
prestantur; Dariœ uero leo fugiens de cauea amphiteatri 
dirigitur. Qui ingressus cellulam illam in qua Daria 
prostrata in oratione iacebat, ipse quoque leo prostrauit se 
iuxta eam protinus, ut uideretur etiam ipse illam | adorare 
qui suam præsentiam deprecanti uirgini exhibebat. 
(23) Nescientes itaque leonem intus esse, miserunt ad 
eam quendam turpissimum qui in scelere corruptionis 
opinatissimus habebatur. Qui ut ingressus est, insiliuit in 
eum leo et prosternens eum sub pedibus suis, coepit ad 
faciem uirginis Christi Dariœ respicere quasi interrogans 
quid de eo iuberet. Quod intellegens beata Daria dixit, 
‘Adiuro te per filium Dei, pro quo martyrii passionem 
libenter complector, ut non eum in aliquo ledas, sed 
permitte eum sermonem meum absque terrore suscipere’. 
(24) Tunc leo, relinquens eum, posuit se in ipso introitu ut 
nec ille remissus copiam fugiendi arriperet nec alius posset 
intrare.
 Tunc dicit ad eum Daria, ‘Ecce, ferocitas leonis 
audito Christi nomine dat reuerentiam Deo. Et tu, homo 
(21) 7 hilaria se eadiga eac wearð gelæht to þam  
martyr_do/me . fram þam manfullan . Þa bæd heo þa 
cwel/leras þe%hi to cwale læddon . $ heo moste ærest hi 
ardlice gebiddan . 7 heo swa dyde . 7 driht_nes lichaman 
underfeng . 7 on þam gebedum gewat of worulde to criste . 
(22) Efter þysum wearð se%hal/ga wer crisantus 
on%cwearterne gebroht . swa swa se casere het . $ he 
mid darian for%drihtnes ge_leafan on mislicum witum 
gemartyrod wurde .  cweartern wearð afylled mid fulum 
adelan . 7 butan ælcum leohte atelice stincende . Daria 
seo eadiga fram þam arwur_þan wæs onsundran ge_hæft . 
7 hi man sende þa to myltestrena huse þam man/fullan to 
gamene . ac god hi gescylde wið þa sceand/lican hæðenan . 
 an_þræce cweartern þe crisan/tus on wæs . wearð onliht 
sona wundorlice þurh god . 7 þær wynsum bræð werodlice 
stemde . 7 an%leo ætbærst ut of þære leona pearruce . 7 arn 
to darian þurh drihtnes sande . þær heo læg on gebedum . 7 
alæt to eorðan astræhtum limum wið þæt geleaffulle mæden .
(23) Þa woldon ða hæðe/nan habban hi to bysmore . 7 
nyston $ se leo læg inne mid hire . eode þa heora an into 
þam mæde/ne . ac seo leo hine gelæhte . 7 alede hine adune 
7 beseah to darian swylce heo axian wolde . hu he wolde 
be%him þa he gewyld læg . Daria þa cwæð to þam deore 
þus . Ic þe halsige þurh crist $ þu þam cnihte ne derige . ac 
læt hine butan ege hlys/tan minre spræce .
(24) Þa forlet seo leo þone unge/leaffullan cniht . 7 
forstod him þa duru $ he darian gespræce . 7 $ nan 
oþer man ne mihte in to him . Daria þa cwæð . to þam 
ofdræddan men . Efne þeos reþe leo arwurðað nu god . 7 
þu gescead/wisa man . þe sylfne for_dest . 7 þu fægnast 
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rationabilis, in tantis criminibus te exerces ut etiam in hoc 
quo, miser, lugendus I es glorieris?’ Tunc ille prosternens se 
ante, eam cepit clamare dicens, ‘Iube me hinc egredi sanum 
ut et ego clamem omnibus Dei filium Christum quem colis 
ipsum solum uerum esse Deum!’ Tunc Daria iussit leoni ut 
amoueret se ab ingressu. Qui cum fuisset egressus, clamare 
coepit et per totam ciuitatem currere dicens, ‘Sciatis omnes 
Dariam deam esse!’ 
 Igitur diuersi uenatores et diuersi populi dum ad 
leonem capiendum pergerent, hanc Deus uirtutem leoni 
concessit: ut omnes caperet, et quasi manu tenens, ita 
conprehensos sine aliqua lesione ante pedes sanctæ Dariœ 
poneret. (25) Tunc Daria omnes alloquebatur dicens, 
‘Si promiseritis uos Christo credituros, inlesi poteritis 
abscedere. Sin alias, nescio si dii uestri auxilientur uobis’. 
Tunc illi omnes una uoce clamabant, ‘Qui non credit 
Christum uerum Deum esse uiuus hinc non exeat!’ Et hæc 
dicentes, coeperunt omnes egredi una uoce clamantes, 
‘Credite, populi Romani, | non esse alterum Deum preter 
Christum!’ 
 Tunc prefectus Celerinus nomine iussit ignem accendi 
copiosum in ingressu cellulœ in qua erat Daria cum leone. 
Quod cum fieri uideret, coepit leo expauescere et rugitum 
dare. Cui beata Daria ait, ‘Noli timere. Nec incendio 
cremaberis, neque capieris, neque interfici poteris, sed 
morte tua morieris. Egredere securus et uade quia ille 
quem in me honorasti ipse te liberat’. Tunc inclinato capite 
leo egreditur per medias turbos populorum. Nullus eum 
umquam coepit; numquam neminem lesit. Hi autem qui ex 
ore eius incolumes euaserant uniuersi baptizati sunt. 
(26) Nuntiata sunt omnia hœc Numeriano imperatori, 
et iussit Celerino prefecto ut ambos, id est Chrysantum 
et Dariam, si non consensissent sacrificiis, diuersis 
tormentorum cruciatibus puniret. Igitur cum cogeret eos | 
Celerinus ad sacrificandum, et diuersa diceret et audiret, 
iussit sanctum Chrisantum eculeo ingenti suspendi et 
torqueri. Cumque inponeretur eculeo Chrysantus, ligna 
omnia eculei comminuta sunt; uincula uero uniuersa 
disrupta sunt. Lampades quoque quœ erant lateribus eius 
applicande extinctœ sunt. Quicumque autem misissent 
manum ad sanctam Dariam stupebant nerui eorum, et pre 
dolore mugitum cordis gemitumque reddebant. Uidens 
itaque hæc, Celerinus præfectus uehementer expauit, et 
cursu rapidissimo ad imperatorem properans, cuncta quœ 
gesta fuerant enarrauit.
 Tunc Numerianus imperator, non uirtutibus diuinis 
hœc sed maleficiis imputans, iussit eos duci in uiam 
Salariam atque in arenario deponi illic utrosque simul, id 
est Chrysantum et Dariam, ac uiuos terra et lapidibus obrui. 
Tunc beatissimus | Chrysantus cum beata uirgine Daria 
deponuntur in foueam psalmis et orationibus insistentes. 
ear/mincg on þinre fulan galnysse . þurh þa ðu scealt 
weopan 7 wite þrowian . Þa gesohte he%hi | 7 sæde mid 
fyrhte . Læt me gan gesund ut 7 ic syððan bodige mannum 
þone hælend þe þu mærsast 7 wurðast . Þa het daria $ deor 
him ryman ut . 7 he arn ut . ar/wurðigende god . 7 $ halige 
mæden hire mihte cyðende . Þa woldon þa hæþenan hetan 
þære leo ac heo gelæh/te æfre . ænne . 7 ænne . 7 brohte hi 
to%darian þurh drihtnes mihte .
(25)  mæden þa cwæð to þam mannum þus . Gif ge 
wyllað gelyfan on þone lifigendan crist . þon/ne mage ge 
gan unamyrrede heonan . gif ge þonne nellað þone geleafan 
habban . nat ic gif eowre godas eow gehelpan magon . Hi 
ealle þa clypodon swilce mid anre stemne . se%ðe on crist 
ne%gelyfe . ne cume he cucu heonon . 7 hi eodon þa ut ealle 
cly/pigende . Eala ge romaniscan leoda gelyfað to so/þan $ 
nan oþer god nys buton criste anum . Þa wearð se heahgerefa 
hearde gegremod . 7 het ontendan fyr ætforan þære dura þær 
daria inne wæs mid þam deore samod wolde%hi for_bærnan 
butu æt/gædere . Þa forhtode seo leo for þam fyre þearle 
ac daria cwæð to þam deore þus . Ne%beo þu afyrht þis 
fyr þe ne derað ne þu ne bist ofslagen ærþan/þe þu sylf 
acwele . gang þe nu orsorh aweg . 7 god ahret þone þ{e} ðu 
wurðodest mid þinum weorcum todæg . Þa ‘eode’ seo leo 
alotenum heafde tomiddes þæs folces freolice aweg . 7 þa 
þe heo ær gefeng wurdon gefullode siððan hi oncneowan 
crist þurh ða leon . 
(26) Þis wearð þa gecyd þam casere sona . 7 he het 
mid graman his heah_ge_refan ge_niman crisantum 
7 darian . 7 acwellan hi mid witum . gif hi noldon 
offrian þam arleasum godum . Se heah_ge_refa þa het 
on%hengene astre{c}{c}an þone halgan crisantum . 7 mid 
candelum bærnan buta his sidan . þa tobærst seo hengen 
mid eallum ðam cræfte . 7 þa candela acwuncon . Ealswa 
þa oþre men þe yfelian woldon þa halgan darian . drihten 
hi gelette . swa $ heora sina sona forscruncon . swa hwa 
swa hi hrepode . $ hi hrymdon for ece . Hwæt ða celerinus 
se forscyldegoda gerefa mid fyrhte wearð for_numen . 
7 ferde to þam casere . 7 sæde him be endebyrdnysse þa 
syllican tacne . Numerianus þa se manfulla casere tealde $ 
to drycræfte . na to drihtnes tacnum . 7 het lædan buta þa 
halgan togædere to anum sandpytte . 7 setton hi þæron 7 
bewurpan mid eorþan . 7 mid weorc_stanum . Hi wurdon 
þa buta bebyrigde swa cuce . swa swa se casere het . 7 hi 
mid clænnysse ferdon of%worul/de to wuldre to wunigenne 
mid criste .
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Facti sunt in passione sociati sanguine sicut fuerant mente 
etiam coniuges, quasi in uno lectulo ita in una fouea in una 
uoluntate durantes. Talis fuit passio quæ magis sepulturam 
Dei famulis intuiit quam poenam ingessit. Accepit autem 
Deus hostiam uiuentem, cuius gratia hoc factum est ut qui 
simul fuerant in uirginitate durantes simul pertingerent ad 
coronam sine fine uiuentes. 
(27) Igitur cum multa beneficia Deus uenientibus ad eorum 
sepulturam prestaret, euenit ut die natalis eorum infinita 
populi multitudo concurreret, uiri simul ac mulieres pariter 
et infantes et innuptae puellæ et iuuenes. Hoc cum fuisset 
Numeriani auribus intimatum, iussit ut in introitu per quem 
introierant in cripta paries leuaretur. Quod cum fuisset 
adimpletum, desuper ad s[a]blonem super eos | montem 
deiecit. Omnes ergo pariter dum communionis sacramenta 
perciperent et martyrum gloriam cælebrarent, ipsi quoque 
ad coronam martyrii pertinxerunt. Inter quos erat Diodorus 
presbiter, et diaconus Marianus et plurimi clericorum. 
Populi autem multitudo, nec numero nec nomine collecta 
est, quia et laciniosum esse et superfluum iudicauimus.
(28) Hæc omnia sicut gesta sunt scripsimus Uirinus et 
Armenius fratres, a sancto Stephano papa Romano in 
sede apostolica facti presbiteri, et direximus ad omnes 
ecclesias per orientem et occidentem ut sciat omnis mundus 
quia martyres suos Dominus Chrysantum et Dariam cum 
multis filiis in triumpho martyrii et gloria perpetuæ coronę 
suscepit, qui uiuit et regnat in secula seculorum. Amen. 
EXPLICIT PASSIO SANCTI CHRISANTI MARTYRIS 
ET DARIAE UIRGINIS.
(27) Þær wurdon gefremode fela wundra þurh god . 7 
$ folc gewur/ðode þa wuldorfullan halgan . 7 gelome 
sohton mid geleafan þider . Hit gelamp þa on fyrste þa þa 
$ folc þider sohte to þam micclan screfe . þær þa martyras 
lagon . $ se casere het ahebban . æn/ne wah to þæs scræfes 
ingange . $ hi ut ne mihton . 7 het afyllan $ clyf færlice him 
onuppan . $ hi ealle togædere heora gastas ageafon . mid 
eorðan ofhrorene . 7 hi rixiað mid gode on þam ecan 
life for heora geleafan acwealde . We wurþiað godes 
halgan . ac wite ge swaþeah $ þam halgum nis nan neod ure 
herunge on þam life . ac us sylfum fre/mað $ $ we secgað 
be%him . ærest to%gebysnunge . $ we þe beteran beon . 7 
eft to þingrædene þonne us þearf bið . Mycel ehtnys wæs 
þa ða hi wæron gemartyrode . ac%git cymð earfoþre 
ehtnys on antecristes tocyme . forþan_þe%þa martyras | 
worhton manega wundra þurh god . 7 on antecris/tes timan 
ateoriað þa wundra . 7 se_deofol wyrcð þonne wundra þurh 
his scin_cræft . mid leasum gedwimorum to dweligenne 
þa%geleaffullan . My/cel angsumnys bið þam arwurðum 
halgum . $ se feondlica ehtere fela tacna wyrce . 7 hi sylfe 
ne moton swa þa martyras dydon . wundra æteowi/gende 
on%þam wyrstan timan . Hi%beoð swa_þeah ge_healdenne 
þurh þæs hælendes mihte gif hi heora geleafan gehealdað 
oð ende on þam ear/foðum ehtnyssum þæs arleasan 
deofles . Swa swa se%hælend cwæð . on%his halgan 
godspelle . se%þe . þone antecrist eaðelice fordeð . Þam sy 
wuldor 7 lof a to worulde . AMEN .
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